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中
村
蘭
林
の
文
章
学
─
十
八
世
紀
日
本
に
お
け
る
朱
子
学
の
展
開

─

山 

本
　
嘉 

孝

は
じ
め
に

　

九
代
将
軍
徳
川
家
重
に
奥
儒
者
と
し
て
仕
え
た
中
村
蘭
林
（
元
禄

十
年〈
一
六
九
七
〉〜
宝
暦
十
一
年〈
一
七
六
一
〉、
姓
藤
原
、
名
明
遠
、
通
称
玄

春
・
深
蔵
）
は
、
朱
子
学
を
信
奉
し
つ
つ
も
、
師
の
室
鳩
巣
と
は
異

な
り
、
朱
熹
の
学
説
に
疑
義
を
呈
し
た
、
と
い
う
の
が
『
先
哲
叢

談
』
以
来
の
定
説
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
徳
盛
誠
氏

の
言
を
借
り
れ
ば
、
蘭
林
の
「
古
語
考
証
に
重
き
を
お
く
古
文
辞
学

的
な
見
方（

（
（

」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
井
上
哲
次
郎
氏
の

「
多
少
仁
斎
及
び
徂
徠
の
説
を
参
酌
す
る
も
の
あ
る
が
如
し（

（
（

」、
安

西
安
周
氏
の
「
仁
斎
・
東
涯
と
は
共
鳴
す
る
点
が
あ
つ
た
が
、
徂

徠
の
説
は
何
等
参
酌
す
る
所
が
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る（

（
（

」、
徳
盛
氏

の
「
徂
徠
学
を
十
分
に
吸
収
し
て
い
る（

（
（

」
な
ど
の
見
解
が
示
さ
れ
て

お
り
、
仁
斎
学
や
徂
徠
学
の
摂
取
に
よ
る
と
の
推
定
が
な
さ
れ
て
き

た
。
事
実
、
蘭
林
と
面
会
し
筆
談
を
交
わ
し
た
朝
鮮
通
信
使
た
ち
は
、

「
始
知
此
人
即
伊
藤
惟
貞
之
怪
徒
也（

（
（

」（
始
め
て
此
の
人
即
ち
伊
藤
惟
貞

の
怪
徒
な
る
を
知
る
な
り
）、
ま
た
「
明
遠
則
譏
詆
程
朱
。
与
維
楨
一
套

云（
（
（

」（
明
遠
則
ち
程
朱
を
譏
詆
す
。
維
楨
と
一
套
な
り
と
云
ふ
）
と
、
蘭
林

を
反
朱
子
学
的
な
仁
斎
学
者
と
し
て
認
識
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
岩
橋
遵
成
氏
の
「
中
村
蘭
林
は
鳩
巣
以
後
よ
く
我

が
国
程
朱
学
の
系
統
を
継
承
し
て
所
謂
道
統
を
維
持
し
た
人
で
あ

る（
（
（

」、
及
び
「
朱
子
学
の
宣
伝
に
力
を
尽
し
た
人
は
中
村
蘭
林
そ
の

人
で
あ
る（

（
（

」、
日
野
龍
夫
氏
の
「
厳
正
な
朱
子
学
者
で
あ
る
蘭
林（

（1
（

」
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127　中村蘭林の文章学

と
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
蘭
林
の
特
徴
を
朱
子
学
の
信
奉
に
見
出

す
先
行
研
究
も
存
在
し
、
ま
た
江
口
尚
純
氏
の
「
蘭
林
は
宋
学
を
奉

じ
な
が
ら
も
盲
従
す
る
の
で
は
な
く
、
平
心
に
接
し
て
い
た（

（1
（

」
と
の

穏
当
な
指
摘
も
備
わ
る
。
ま
た
上
記
研
究
で
は
参
照
さ
れ
な
い
が
、

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
か
ら
江
戸
で
蘭
林
に
師
事
し
た
柳
川
藩
の

安
東
間
菴（

（1
（

は
、「
奉
呈
直
学
士
中
村
蘭
林
先
生
」（
直
学
士
中
村
蘭
林
先

生
に
呈
し
奉
る
）
と
題
し
た
七
言
律
詩
で
、「
程
朱
理
学
達
淵
源
」（
程

朱
理
学
淵
源
に
達
す
）
と
、
蘭
林
が
朱
子
学
の
深
奥
に
通
じ
て
い
た
こ

と
を
称
揚
し
て
い
る（

（1
（

。
蘭
林
自
身
も
、
漢
文
一
篇
「
学
説
」（
宝
暦

二
年〈
一
七
五
二
〉写
、
柳
川
古
文
書
館
蔵
）
の
中
で
、「
非
程
朱
之
教
、
不

敢
従
」（
程
朱
の
教
へ
に
非
ざ
れ
ば
、
敢
へ
て
従
は
ず
）
と
、
朱
子
学
の
遵

奉
を
表
明
し
て
い
る
。

　

蘭
林
は
確
か
に
朱
熹
に
疑
義
を
呈
し
、「
古
文
辞
学
的
な
見
方
」

を
保
持
し
て
い
た
が
、
同
時
に
朱
子
学
も
固
く
信
奉
し
て
い
た
。
本

稿
で
は
、
こ
の
一
見
し
た
矛
盾
に
つ
い
て
検
討
す
べ
く
、
蘭
林
の
文

章
学
習
、
す
な
わ
ち
漢
文
の
読
み
書
き
の
学
習
に
焦
点
を
当
て
、
蘭

林
に
お
け
る
古
文
辞
、
す
な
わ
ち
漢
代
以
前
の
文
章
表
現
へ
の
関
心

が
形
成
さ
れ
た
経
緯
、
な
ら
び
に
蘭
林
が
文
章
学
習
を
自
身
の
学
問

の
た
め
に
如
何
に
活
用
し
た
か
、
の
二
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な

お
本
稿
で
は
散
文
を
め
ぐ
る
議
論
に
焦
点
を
絞
り
、
蘭
林
の
詩
歌
論

に
つ
い
て
は
別
稿
に
委
ね
る
。

一
、
朱
熹
の
読
書
法
の
遵
守

　
『
先
哲
叢
談
』
巻
七
に
拠
れ
ば
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
五
月
に

朝
鮮
通
信
使
と
筆
談
し
た
蘭
林
は
、
朱
熹
の
経
書
解
釈
に
つ
い
て

「
或
言
違
古
訓
、
義
失
古
意
者
、
未
必
為
無
」（
或
い
は
言
古
訓
に
違
ひ
、

義
古
意
を
失
す
る
者
、
未
だ
必
ず
し
も
無
し
と
為
さ
ず
）
と
指
摘
し
、
ま
た

「
但
宋
儒
毎
毎
以
近
言
解
古
言
、
以
今
意
解
古
意
」（
但
だ
宋
儒
毎
毎
近

言
を
以
て
古
言
を
解
し
、
今
意
を
以
て
古
意
を
解
す
）
と
、
古
学
的
な
見
解

を
示
し
た
と
さ
れ
る（

（1
（

。
一
見
、
蘭
林
が
仁
斎
ま
た
は
徂
徠
の
学
問
に

傾
倒
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
か
。

筆
談
の
前
年
、
奥
儒
者
に
任
ぜ
ら
れ
た
ば
か
り
の
蘭
林
が
上
梓
し
た

和
文
随
筆
『
講
習
余
筆
』（
延
享
四
年〈
一
七
四
七
〉刊
）
を
参
照
し
な
が

ら
検
証
し
よ
う
。

　
『
講
習
余
筆
』
巻
一
は
、
四
書
五
経
の
読
書
方
法
を
中
心
に
論
ず

る
内
容
を
持
ち
、
朱
熹
『
周
易
本
義
』
に
つ
い
て
「
朱
子
コ
レ
ヲ

強
テ
ト
キ
附
会
セ
ル
ニ
似
タ
ル
コ
ト
モ
ナ
キ
ニ
非
レ
バ
」、
ま
た
朱

熹
門
人
蔡
沈
の
『
書
経
集
註
』
に
つ
い
て
「
穿
鑿
附
会
ナ
キ
ニ
非

ズ
」
及
び
「
皆
コ
レ
ヲ
説
得
ン
ト
ス
ル
ハ
、
却
テ
穿
鑿
ニ
出
テ
古
書

ヲ
読
ノ
心
得
ニ
ア
ラ
ズ
」、
そ
し
て
朱
熹
『
四
書
集
註
』
に
つ
い
て

は
「
或
古
言
ニ
違
テ
古
意
ヲ
失
フ
ヤ
、
或
其
大
義
ノ
上
ニ
就
テ
其
主

意
ヲ
謬
レ
ル
コ
ト
、
全
ク
コ
レ
ナ
キ
ニ
非
ズ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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朱
子
学
に
お
け
る
経
書
注
解
の
不
備
を
指
摘
す
る
点
で
は
『
先
哲
叢

談
』
所
載
の
論
と
類
似
す
る
が
、「
古
言
」「
古
意
」
が
問
題
と
さ
れ

る
の
は
『
四
書
集
註
』
に
関
し
て
の
み
で
あ
り
、『
周
易
本
義
』『
書

経
集
註
』
に
つ
い
て
は
専
ら
「
穿
鑿
」「
附
会
」
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。
な
お
蘭
林
は
こ
れ
ら
の
指
摘
に
つ
い
て
、
具
体
例
は
一
つ
も

挙
げ
て
お
ら
ず
、
一
般
論
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
「
穿
鑿
」「
附
会
」
と
は
、
強
引
な
解
釈
・
こ
じ
つ
け
を
意
味
す
る

語
で
、
と
も
に
『
朱
子
語
類
』
に
散
見
さ
れ
る
。
同
書
（
寛
文
八
年

〈
一
六
六
八
〉跋
刊
）
巻
七
十
八
・
尚
書
一
「
綱
領
」
に
は
、『
書
経
』

読
解
に
関
す
る
朱
熹
の
発
言
と
し
て
「
却
必
要
句
句
義
理
相
通
、
必

至
穿
鑿
」（
却
つ
て
必
ず
句
句
の
義
理
相
ひ
通
ぜ
ん
こ
と
を
要
せ
ば
、
必
ず
穿

鑿
に
至
ら
ん
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
蘭
林
も
『
講
習
余
筆
』
巻
一
で

「
朱
子
云
ル
ハ
、
尚
書
ハ
残
闕
ノ
余
リ
ニ
収
ム
レ
バ
、
必
句
句
ノ
義

理
相
通
ゼ
ン
ト
ナ
サ
バ
必
穿
鑿
ニ
至
ラ
ン
」
と
、
同
一
箇
所
を
引
用

し
て
い
る
。
読
解
に
お
け
る
「
穿
鑿
」「
附
会
」
の
回
避
は
、『
朱
子

語
類
』
同
条
に
「
程
先
生
謂
読
書
之
法
、
当
平
其
心
、
易
其
気
、
闕

其
疑
、
是
也
」（
程
先
生
、
読
書
の
法
、
当
に
其
の
心
を
平
ら
か
に
し
、
其
の

気
を
易
ら
か
に
し
、
其
の
疑
ひ
を
闕
く
べ
し
と
謂
ふ
、
是
な
り
）
と
あ
る
通

り
、
程
頤
の
読
書
法
に
発
す
る
。『
講
習
余
筆
』
巻
二
に
「
大
抵
虚

心
平
気
ニ
コ
レ
ヲ
読
マ
ザ
ル
故
ニ
、
精
玩
ス
ル
ニ
不
及
シ
テ
異
説
ヲ

成
シ
議
論
ヲ
生
ズ
。
学
者
ノ
大
病
ナ
リ
」
と
あ
る
通
り
、
蘭
林
も
同

じ
読
書
法
を
推
奨
し
て
い
る
。
よ
っ
て
蘭
林
の
『
周
易
本
義
』『
書

経
集
註
』
批
判
は
、
朱
子
学
に
お
け
る
「
虚
心
平
気
」
の
読
書
法
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
そ
の
不
徹
底
を
指
摘
す
る
点
で
、

朱
子
学
に
立
脚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
世
の
学
者
が
朱
熹
・
蔡
沈

を
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
は
不
遜
で
は
あ
る
が
、「
穿
鑿
附
会
」
の
存

在
を
指
摘
せ
ず
に
見
逃
す
こ
と
こ
そ
、
朱
熹
の
教
え
に
背
く
こ
と
に

な
る
。
蘭
林
が
蔡
沈
を
「
ス
デ
ニ
朱
子
ノ
教
ヲ
受
ナ
ガ
ラ
」
と
難
詰

す
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

で
は
『
四
書
集
註
』
と
「
古
言
」「
古
意
」
を
め
ぐ
る
蘭
林
の
疑

義
は
如
何
に
し
て
生
じ
た
の
か
。『
講
習
余
筆
』
巻
一
に
「
又
多
ク

漢
以
上
ノ
古
書
ヲ
読
マ
バ
、
自
然
ト
朱
子
ノ
功
モ
又
疑
フ
ベ
キ
処
モ

知
得
ベ
キ
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蘭
林
が
漢
代
以
前
の
「
古
書
」

に
親
し
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
一
見
、
蘭
林
の
記
述
は
『
徂

徠
先
生
答
問
書
』（
享
保
十
二
年〈
一
七
二
七
〉刊
）
の
「
宋
儒
の
注
解
は

失
古
言
候
。
古
言
は
其
時
代
の
書
籍
に
て
推
候
得
ば
知
れ
申
候
。
後

世
の
注
解
は
違
多
候
」
な
ど
と
い
う
徂
徠
の
見
解
に
似
る
。
し
か

し
、
古
書
の
読
書
を
通
し
て
、「
疑
フ
ベ
キ
処
」
の
み
な
ら
ず
「
朱

子
ノ
功
」
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
た
蘭
林
は
、
長

短
含
め
た
朱
子
学
の
正
確
な
把
握
を
目
指
し
て
い
た
。
朱
熹
の
長
所

よ
り
も
短
所
の
検
討
に
大
き
く
傾
く
仁
斎
や
徂
徠
の
学
問
に
依
拠
す

れ
ば
、
そ
の
目
的
は
果
た
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
蘭
林
は
朱
熹
の
「
古

言
」「
古
意
」
か
ら
の
乖
離
を
「
千
慮
ノ
一
失
、
賢
者
モ
コ
レ
ヲ
免

レ
ザ
レ
バ
」（『
講
習
余
筆
』
巻
一
）
と
、
極
め
て
例
外
的
事
例
と
し
て
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129　中村蘭林の文章学

捉
え
て
お
り
、
仁
斎
・
徂
徠
の
よ
う
に
朱
熹
が
「
古
」
を
根
本
か
ら

誤
解
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
実
際
、『
講
習
余
筆
』
巻
一
で
は

佐
藤
直
方
の
『
四
書
便
講
』（
元
禄
五
年〈
一
六
九
二
〉跋
刊
）
が
朱
熹
の

定
説
を
知
る
上
で
有
益
な
書
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
の
み
で
、
例
え
ば

仁
斎
・
徂
徠
の
『
論
語
古
義
』（
正
徳
二
年〈
一
七
一
二
〉刊
）
や
『
論
語

徴
』（
元
文
二
年〈
一
七
三
七
〉刊
）
な
ど
の
「
異
説
」
の
書
物
は
、
推
奨

さ
れ
て
い
な
い
。

二
、
室
鳩
巣
の
文
章
学
の
継
承
─
古
文
辞
の
重
視

　

で
は
、
蘭
林
は
何
を
契
機
と
し
て
、
漢
代
以
前
の
古
書
の
読
書
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
仁
斎
・
徂
徠
学
に
触
発
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
蘭
林
に
最
も
強
い
影
響
を
与
え
た
の
は
、

師
で
朱
子
学
者
の
室
鳩
巣
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

事
実
、
古
書
の
読
書
と
古
文
辞
の
習
得
は
、
仁
斎
・
徂
徠
門
の
独
占

物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
鳩
巣
に
よ
っ
て
も
奨
励
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

鳩
巣
は
『
駿
台
雑
話
』（
寛
延
三
年〈
一
七
五
〇
〉刊
）
巻
五
「
作
文
は

読
書
に
あ
り
」
条
で
、「
古
文
辞
に
覃
ふ
か
う

レ

思
お
も
ひ
をせ

よ
」
と
説
い
た
。
鳩

巣
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
に
は
、
鳩
巣
門
を
代
表
し
て
蘭
林

が
序
文
（
寛
延
三
年
撰
）
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
明
遠
雖
不
敏
、

執
経
下
座
、
窃
与
有
聞
焉
」（
明
遠
敏
な
ら
ず
と
雖
も
、
経
を
下
座
に
執
り
、

窃
か
に
聞
く
有
る
に
与
る
）
と
、『
駿
台
雑
話
』
に
記
録
さ
れ
る
鳩
巣
と

後
学
た
ち
の
問
答
の
場
に
、
蘭
林
も
同
席
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
一
文
は
、
朱
熹
が
「
大
学
章
句
序
」
で
「
雖
以
熹
之

不
敏
、
亦
幸
私
淑
、
而
与
有
聞
焉
」（
熹
の
敏
な
ら
ざ
る
を
以
て
す
と
雖

も
、
亦
た
幸
ひ
に
私
淑
し
て
、
聞
く
有
る
に
与
る
）
と
程
顥
・
程
頤
を
慕
う

箇
所
の
表
現
を
踏
ま
え
て
お
り
、
蘭
林
が
鳩
巣
を
厚
く
敬
慕
し
て
い

た
様
子
が
窺
え
る
。

　

鳩
巣
は
『
駿
台
雑
話
』
同
条
で
、「
翁
数
年
文
章
に
心
を
用
て
、

何
と
ぞ
捷
径
も
あ
ら
ん
か
と
い
ろ
〳
〵
尋
求
し
が
、
後
に
文
を
学
ぶ

に
別
に
悟
入
の
法
な
し
。
た
ゞ
読
書
に
あ
り
」
と
、
散
文
を
学
ぶ
た

め
に
は
読
書
が
最
適
な
方
法
で
あ
る
と
述
べ
、「
古
今
文
章
の
大
家
」

が
作
文
練
習
よ
り
も
読
書
に
励
む
こ
と
に
よ
っ
て
文
章
力
を
獲
得
し

た
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
韓
愈
「
答
李
翊
書
」、
柳
宗
元
「
答
韋
中

立
」、
蘇
洵
「
上
欧
陽
内
翰
書
」
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
三
篇
の
尺
牘

は
、『
朱
子
語
類
』
巻
百
二
十
一
・
朱
子
十
八
で
、
朱
熹
が
「
読
書

用
功
之
法
」
の
模
範
と
し
て
参
照
し
て
い
る
た
め
に
、
鳩
巣
も
参
考

に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
尺
牘
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
韓
愈
は
「
始

者
非
三
代
両
漢
之
書
不
敢
観
」（
始
め
は
三
代
両
漢
の
書
に
非
ざ
れ
ば
敢
へ

て
観
ず
）
と
、
当
初
は
漢
代
以
前
の
書
物
の
み
に
限
定
し
て
読
ん
だ

こ
と
を
記
し
、
柳
宗
元
は
五
経
に
加
え
、『
春
秋
穀
梁
伝
』『
孟
子
』

『
荀
子
』『
老
子
』『
荘
子
』『
国
語
』『
楚
辞
』『
史
記
』
な
ど
、
や
は

り
漢
代
以
前
の
古
書
を
読
書
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
、
蘇
洵
は
韓
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愈
の
文
の
他
、『
論
語
』
と
『
孟
子
』
を
熟
読
し
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。『
駿
台
雑
話
』
同
条
で
、「
韓
柳
欧
蘇
が
文
章
に
お
け
る
は
天

授
の
材
と
い
へ
ど
、
そ
れ
さ
へ
読
書
よ
り
得
ざ
る
は
な
し
」
と
の
記

述
に
続
け
て
「
古
文
辞
を
よ
む
に
つ
と
む
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
鳩
巣
の
い
う
「
古
文
辞
」
が
、
唐
宋
古
文
作
者
が

熟
読
し
た
漢
代
以
前
の
散
文
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

唐
宋
古
文
作
者
が
古
文
辞
を
学
ぶ
こ
と
は
、
当
然
の
よ
う
で
は
あ

る
。
し
か
し
徂
徠
門
の
服
部
南
郭
が
『
南
郭
先
生
灯
下
書
』（
享
保
十

九
年〈
一
七
三
四
〉刊
）
で
、「
欧
蘇
の
韓
柳
氏
古
文
を
唱
候
以
来
、
後

世
及
第
の
節
、
経
義
の
程
文
を
立
候
時
、
皆
其
格
に
書
候
事
に
成

行
、
初
学
よ
り
た
ゞ
其
格
ば
か
り
を
習
候
事
に
て
、
古
書
を
も
不

見
、
学
も
不
博
」
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
特
に
宋
代
以
降
の
古
文
作

者
は
、
文
法
の
習
得
に
拘
泥
し
て
、
古
書
の
読
書
を
怠
る
こ
と
が
あ

っ
た
。「
章
法
、
句
法
、
抑
揚
、
頓
挫
な
ど
や
う
の
沙
汰
は
、
粗
熟

し
て
後
の
事
な
る
べ
し
」
と
説
く
鳩
巣
は
、
南
郭
と
同
じ
く
、
唐
宋

古
文
を
規
範
と
す
る
こ
と
の
弱
点
を
古
書
・
古
文
辞
の
軽
視
に
見
出

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
駿
台
雑
話
』
巻
五
「
寸
鉄
人
を
こ
ろ
す
」

条
で
も
、
鳩
巣
は
散
文
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
、「
と
か
く
古
人
の

用
ひ
し
例
を
ひ
ろ
く
考
え
」、「
古
の
成
語
を
多
く
記
し
て
」
な
ど
と

述
べ
て
い
る
。
鳩
巣
と
徂
徠
・
南
郭
の
文
章
学
は
、
古
文
辞
学
習
の

必
要
性
を
説
く
点
で
、
実
は
通
底
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
鳩
巣
は
、
明
代
中
期
の
李
攀
龍
・
王
世
貞
ら
の
擬
古
文
を

規
範
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
大
い
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。『
駿

台
雑
話
』
巻
五
「
作
文
は
読
書
に
あ
り
」
条
に
は
、
明
代
擬
古
文
に

つ
い
て
「
辞
な
づ
み
意
塞
り
、
或
は
奇
険
を
務
、
或
は
怪
僻
に
渉
り
、

自
か
ら
古
文
辞
と
称
し
て
世
に
傲
れ
ど
も
、
大
か
た
見
る
に
た
ら
ぬ

事
に
て
候
」、
ま
た
「
い
づ
れ
か
今
人
の
好
め
る
弇
州
・
滄
溟
が
文

の
ご
と
く
詭
異
難
渋
な
る
事
や
あ
る
」
と
あ
り
、「
文
に
韓
柳
欧
蘇

あ
る
は
、
詩
に
李
杜
王
孟
あ
る
が
ご
と
し
」
と
、
唐
宋
古
文
が
絶
対

視
さ
れ
て
い
る
。
鳩
巣
は
名
指
し
し
な
い
が
、
自
身
と
同
世
代
の
徂

徠
を
意
識
し
て
明
代
擬
古
文
を
批
判
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
鳩
巣
は
徂
徠
に
よ
る
擬
古
文
称
揚
の
最
も
早
い
批
判
者
の

一
人
に
数
え
ら
れ
る
が
、
争
点
は
、
古
文
辞
学
習
の
是
非
で
は
な
く
、

そ
の
方
法
論
、
す
な
わ
ち
古
文
辞
習
得
の
規
範
を
唐
宋
古
文
と
明
代

擬
古
文
の
ど
ち
ら
に
求
め
る
べ
き
か
、
に
あ
っ
た
。

　

蘭
林
の
著
述
を
通
覧
す
る
と
、
蘭
林
が
継
承
し
た
の
は
徂
徠
で
な

く
鳩
巣
の
文
章
学
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
蘭
林
の
『
講

習
余
筆
』
巻
三
に
は
、「
唐
ノ
末
ニ
韓
退
之
出
テ
大
ニ
力
ヲ
六
経
先

秦
ノ
古
書
ニ
用
ヒ
」、「
宋
ニ
至
テ
穆
修
伯
長
、
欧
陽
永
叔
ハ
韓
文

ヲ
学
ビ
、
蘇
老
泉
ハ
戦
国
策
ヲ
学
ビ
、
東
坡
ハ
檀
弓
、
荘
子
ヲ
学

ビ
、
曾
子
固
ハ
劉
向
ヲ
学
ビ
シ
ナ
ド
云
コ
ト
、
皆
古
文
辞
ヲ
学
ブ
者

ナ
リ
」
と
、
唐
宋
古
文
作
者
が
漢
代
以
前
の
古
書
を
熟
読
し
、「
古

文
辞
」
を
学
習
し
た
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。
ま
た
「
古
人
ノ
意

ヲ
得
テ
古
人
ノ
意
ト
見
エ
ズ
、
古
人
ノ
語
ヲ
ト
レ
ド
モ
古
人
ノ
辞
ト
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131　中村蘭林の文章学

知
レ
ザ
ル
様
ニ
翻
案
脱
体
ス
ル
ヲ
ヨ
ク
古
文
辞
ヲ
学
ト
モ
云
ベ
シ
」

と
も
あ
り
、「
古
文
辞
」
の
学
習
に
基
づ
く
「
古
人
ノ
意
」
と
「
古

人
ノ
語
」
の
習
得
が
、
唐
宋
古
文
に
特
徴
的
な
「
翻
案
脱
体
」
を
行

う
上
で
不
可
欠
な
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
鳩

巣
同
様
、
唐
宋
古
文
の
根
底
に
、
漢
代
以
前
の
古
書
の
読
書
と
古
文

辞
の
習
得
が
見
出
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

蘭
林
は
漢
文
随
筆
『
学
山
録
』（
寛
延
四
年〈
一
七
五
一
〉刊
）
巻
五
で
も
、

黄
庭
堅
「
答
洪
駒
父
書
」
か
ら
「
老
杜
作
詩
、
退
之
作
文
、
無
一
字

無
来
処
。
蓋
後
人
読
書
少
。
故
謂
韓
杜
自
作
此
語
耳
」（
老
杜
詩
を
作

り
、
退
之
文
を
作
る
、
一
字
も
来
処
無
き
無
し
。
蓋
し
後
人
書
を
読
む
こ
と
少

な
し
。
故
に
韓
杜
自
ら
此
の
語
を
作
る
と
謂
ふ
の
み
）
と
の
箇
所
を
引
用
し
、

韓
愈
の
文
が
尽
く
漢
代
以
前
の
文
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。

　

ま
た
明
代
擬
古
文
に
つ
い
て
も
、
蘭
林
は
鳩
巣
と
同
一
の
見
解
を

示
す
。『
講
習
余
筆
』
巻
三
で
「
明
ノ
万
暦
ノ
間
、
李
于
鱗
、
王
世

貞
出
テ
一
種
ノ
古
文
辞
ト
云
モ
ノ
ヲ
唱
テ
、
ソ
ノ
声
名
籍
甚
ナ
リ
」、

「
其
辞
ヲ
離
レ
テ
コ
レ
ヲ
看
レ
バ
、
深
キ
意
味
ア
ル
ニ
ハ
ア
ラ
デ
実

ハ
浅
近
ナ
ル
コ
ト
ノ
ミ
」、「
佶
倔
艱
渋
ニ
シ
テ
読
ニ
カ
タ
ク
解
ス
ル

ニ
カ
タ
フ
シ
テ
」
な
ど
と
、
明
代
擬
古
文
の
内
容
の
乏
し
さ
と
読
み

に
く
さ
を
非
難
し
、『
学
山
録
』
巻
五
の
「
敖
林
二
氏
論
文
」
条
で

も
、
明
代
の
敖
英
と
林
希
恩
に
よ
る
擬
古
文
批
判
を
引
用
し
た
後
、

「
但
今
之
称
文
人
者
、
研
理
不
精
、
読
書
不
博
、
而
唯
知
有
李
王
耳
」

（
但
だ
今
の
文
人
と
称
す
る
者
は
、
理
を
研
ぐ
こ
と
精
し
か
ら
ず
、
書
を
読
む
こ

と
博
か
ら
ず
し
て
、
唯
だ
李
王
有
る
を
知
る
の
み
）
と
、
明
代
擬
古
文
に
学

ぶ
者
が
、「
理
」
の
究
明
を
行
わ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
李
王
の
文

し
か
読
ま
ず
、
古
書
そ
の
も
の
を
読
ん
で
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
て

い
る
。
蘭
林
も
鳩
巣
と
同
じ
く
徂
徠
の
名
を
出
さ
な
い
が
、
こ
れ
も

明
ら
か
に
徂
徠
門
の
学
問
・
文
芸
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

　
『
講
習
余
筆
』
巻
三
に
は
「
凡
文
辞
ヲ
学
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
漢
以
上

ノ
古
書
ヨ
リ
其
材
ヲ
ト
リ
、
其
法
ヲ
韓
柳
欧
蘇
ヨ
リ
得
ベ
シ
。
サ
テ

文
選
ヲ
読
デ
其
辞
藻
ヲ
ト
ル
ベ
シ
」、
す
な
わ
ち
漢
代
以
前
の
「
古

書
」
及
び
『
文
選
』
に
見
え
る
言
葉
や
事
柄
を
学
び
、
唐
宋
古
文
か

ら
散
文
の
法
則
を
学
ぶ
べ
し
と
あ
り（

（1
（

、
蘭
林
が
鳩
巣
か
ら
継
承
し
た

文
章
学
を
端
的
に
言
い
表
し
て
い
る
。
ま
た
『
学
山
録
』
巻
五
で
は

銭
謙
益
『
列
朝
詩
集
』
が
引
用
さ
れ
、
明
代
中
期
の
徐
渭
と
袁
宏
道

の
文
に
低
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
清
代
の
散
文
も
、
徐
・
袁

の
流
れ
を
汲
む
た
め
に
「
俚
鄙
浅
近
」
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
る
。
古

書
・
古
文
辞
を
軽
視
し
た
徐
渭
・
袁
宏
道
を
蘭
林
が
高
く
評
価
し
な

か
っ
た
の
は
、
必
然
で
あ
っ
た
。

三
、
古
文
辞
学
習
の
汎
用
性

　

蘭
林
は
『
講
習
余
筆
』
巻
三
で
具
体
的
な
散
文
指
導
書
や
文
集
を

推
薦
し
、
鳩
巣
が
示
し
た
文
章
学
習
法
の
骨
組
み
に
肉
付
け
を
行
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っ
て
い
る
。
推
薦
さ
れ
る
散
文
指
導
書
は
、
蘭
林
が
挙
げ
る
順
に
、

（
宋
）陳
騤
『
文
則
』、（
元
）陳
繹
曾
『
文
章
欧
冶
』、（
宋
）王
応
麟

『
辞
学
指
南
』（『
玉
海
』
所
収
）、（
明
）呉
訥
『
文
章
弁
体
』、（
明
）徐

師
曾
『
文
体
明
弁
』、
伊
藤
東
涯
『
作
文
真
訣
』（
元
禄
十
一
年〈
一
六

九
八
〉序
）
の
六
点
で
、
そ
の
内
三
点
は
、
仁
斎
・
徂
徠
門
が
刊
行
に

関
与
し
た
も
の
で
あ
る
。『
文
則
』
の
和
刻
本
（
享
保
十
三
年〈
一
七
二

八
〉刊
）
は
、
仁
斎
・
東
涯
・
徂
徠
に
学
ん
だ
山
井
崑
崙
に
よ
る
訓
点
、

並
び
に
徂
徠
の
後
序
を
備
え
、『
文
章
欧
冶
』
の
和
刻
本
（
元
禄
元
年

〈
一
六
八
八
〉刊
）
は
、
東
涯
が
朝
鮮
の
写
本
を
校
訂
し
た
も
の
で
、
東

涯
の
訓
点
・
後
序
を
備
え
る（

（1
（

。
ま
た
東
涯
が
著
し
た
『
作
文
真
訣
』

は
、
仁
斎
門
の
林
義
端
『
文
林
良
材
』（
元
禄
十
四
年〈
一
七
〇
一
〉刊
）

首
巻
、
及
び
東
涯
『
刊
謬
正
俗
』（
寛
延
元
年〈
一
七
四
八
〉刊
）
附
録
巻

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
古
義
堂
・
蘐
園
の
散
文
指
導
書
の
推
薦
は
、
必
ず
し
も

仁
斎
・
徂
徠
学
の
摂
取
を
意
味
し
な
い（

（1
（

。
近
世
中
期
日
本
に
お
い
て

漢
詩
文
の
指
導
書
を
精
力
的
に
刊
行
し
て
い
た
の
は
仁
斎
・
徂
徠
の

両
門
で
あ
り
、
程
朱
の
玩
物
喪
志
説
を
守
り
、
文
章
学
習
を
末
端

視
す
る
姿
勢
を
少
な
く
と
も
表
向
き
に
は
保
持
し
て
い
た
朱
子
学
者

た
ち
で
は
な
か
っ
た
。
但
し
、
そ
の
よ
う
な
朱
子
学
者
の
中
で
も
鳩

巣
は
、『
後
編
鳩
巣
先
生
文
集
』（
宝
暦
十
三
年〈
一
七
六
三
〉刊
）
巻
十

三
所
収
の
「
中
村
氏
五
経
筆
記
序
」（
中
村
氏
は
中
村
惕
斎
の
こ
と
）
に

「
夫
文
辞
得
道
之
筌
蹄
也
」（
夫
れ
文
辞
は
道
を
得
る
の
筌
蹄
な
り
）
と
記

し
た
よ
う
に
、「
文
辞
」
の
習
得
を
朱
子
学
体
得
の
た
め
の
手
段
と

し
て
殊
に
重
視
し
て
お
り
、
ま
た
前
節
で
検
証
し
た
通
り
、
鳩
巣
に

と
っ
て
「
文
辞
」
の
習
得
と
は
専
ら
漢
代
以
前
の
古
書
・
古
文
辞
を

学
習
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
鳩
巣
の
学
問
を
継
承
し
た
蘭
林
が
、
古

義
堂
・
蘐
園
の
散
文
指
導
書
を
参
照
し
た
こ
と
は
、
近
世
中
期
日
本

に
お
い
て
、
漢
代
以
前
の
古
書
・
古
文
辞
の
学
習
が
、
学
統
・
学
派

を
超
越
し
た
汎
用
性
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
『
文
則
』
と
『
文
章
欧
冶
』
の
二
書
で
は
、
論
孟
五
経
な
ど
古

書
の
文
法
が
解
説
さ
れ
、
例
え
ば
『
文
則
』
巻
上
・
乙
第
一
条
で

は
『
礼
記
』、『
春
秋
左
氏
伝
』、『
論
語
』、『
孟
子
』
本
文
の
助
辞

用
法
が
例
示
さ
れ
る
。
徂
徠
は
同
書
に
寄
せ
た
後
序
（
撰
年
不
詳
）

で
、「
蓋
欧
蘇
文
名
噪
海
内
。
古
則
蕩
然
。
宋
之
弊
也
。
陳
騤
生
其

間
。
心
識
其
非
、
乃
作
為
此
書
、
根
極
経
書
。
可
謂
何
李
之
嚆
矢

矣
」（
蓋
し
欧
蘇
の
文
名
海
内
に
噪
し
。
古
則
蕩
然
た
り
。
宋
の
弊
な
り
。
陳

騤
其
の
間
に
生
ま
る
。
心
に
其
の
非
を
識
り
て
、
乃
ち
此
の
書
を
作
為
し
、
経

書
を
根
極
と
す
。
何
李
の
嚆
矢
と
謂
ひ
つ
べ
し
）
と
、『
文
則
』
の
著
者
で

あ
る
陳
騤
を
、
明
代
の
何
景
明
・
李
夢
陽
に
先
駆
け
て
宋
代
古
文
に

反
対
し
た
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
徂
徠
の

独
断
で
あ
り
、
同
書
は
、
鳩
巣
・
蘭
林
の
よ
う
に
朱
子
学
を
信
奉
し
、

且
つ
唐
宋
古
文
を
模
範
と
す
る
古
文
辞
学
習
を
推
奨
す
る
者
に
と
っ

て
も
有
益
な
書
物
と
な
り
得
た
。
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133　中村蘭林の文章学

　

そ
も
そ
も
古
書
・
古
文
辞
の
学
習
を
根
幹
と
し
た
唐
宋
古
文
の
学

習
は
、
鳩
巣
・
蘭
林
の
み
な
ら
ず
、
仁
斎
・
東
涯
も
推
奨
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
鳩
巣
・
蘭
林
の
文
章
学
は
、
古
義
堂
の
文
章
学
と
大
い

に
共
通
す
る
。
東
涯
は
「
文
章
欧
冶
後
序
」（
元
禄
元
年〈
一
六
八
八
〉撰
、

『
文
章
欧
冶
』
所
収
）
で
「
文
章
欧
冶
者
、
作
文
之
規
矩
準
縄
也
。
凡

学
為
文
者
、
不
可
不
本
之
於
六
経
、
而
参
之
於
此
書
」（
文
章
欧
冶
は
、

作
文
の
規
矩
準
縄
な
り
。
凡
そ
文
を
為
す
こ
と
を
学
ぶ
者
は
、
之
を
六
経
に
本

づ
け
て
、
之
を
此
の
書
に
参
へ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
）
と
、
文
章
の
根
本

は
六
経
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
古
文
辞
の
習
得

を
基
盤
と
し
た
文
章
学
を
奨
励
し
て
い
る
。
東
涯
の
『
作
文
真
訣
』

「
読
書
題
目
」
に
説
か
れ
る
「
雖
諸
子
百
家
之
語
、
而
襲
其
語
而
翻

其
意
、
換
骨
奪
胎
、
化
腐
為
新
」（
諸
子
百
家
の
語
と
雖
も
、
而
る
に
其

の
語
を
襲
ひ
て
其
の
意
を
翻
し
、
骨
を
換
へ
胎
を
奪
ひ
、
腐
を
化
し
て
新
と
為

す
）
と
は
、
蘭
林
の
い
う
「
翻
案
脱
体
」
と
一
致
す
る
。
ま
た
東
涯

と
蘭
林
の
文
章
学
は
、
文
体
の
区
別
を
重
視
す
る
点
で
も
共
通
す
る
。

「
文
章
欧
冶
後
序
」
で
東
涯
が
言
及
す
る
『
文
章
弁
体
』『
文
体
明

弁
』
の
二
書
は
、
唐
宋
古
文
の
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
各
々
の
文
体
に

つ
い
て
解
説
し
た
指
導
書
で
あ
り
、
蘭
林
は
『
講
習
余
筆
』
で
推
薦

す
る
他
、『
学
山
録
』
巻
五
で
も
前
者
か
ら
大
量
に
抄
録
し
て
い
る
。

蘭
林
が
『
講
習
余
筆
』
で
推
薦
す
る
『
辞
学
指
南
』
も
、
文
体
ご
と

の
文
例
と
解
説
を
載
せ
た
書
物
で
あ
る
。

　

さ
て
蘭
林
が
『
講
習
余
筆
』
巻
三
で
推
薦
す
る
別
集
三
点
は

（
唐
）韓
愈
、
柳
宗
元
、（
明
）方
孝
孺
の
文
集
、
総
集
四
点
は
（
宋
）

真
徳
秀
『
文
章
正
宗
』、（
明
）茅
坤
『
唐
宋
八
大
家
文
抄
』、（
宋
）謝

枋
得
『
文
章
軌
範
』、（
明
）鄒
守
益
『
続
軌
範
』
で
あ
る
。
上
記
は

全
て
唐
宋
古
文
、
ま
た
は
唐
宋
古
文
を
規
範
と
し
た
後
世
の
文
を
載

せ
る
が
、『
大
学
衍
義
』
の
編
者
で
も
あ
っ
た
朱
子
学
者
、
真
徳
秀

の
『
文
章
正
宗
』
は
、
蘭
林
が
「
皆
漢
以
上
ノ
文
辞
ナ
リ
。
コ
レ
ヨ

リ
下
ハ
唯
韓
柳
・
李
習
之
ノ
ミ
コ
レ
ヲ
ト
ル
。
古
文
辞
ノ
撰
ニ
オ
イ

テ
甚
ダ
正
シ
キ
者
ナ
リ
」
と
記
す
よ
う
に
、
漢
代
以
前
の
文
を
主
と

し
て
、
唐
代
以
降
で
は
韓
愈
、
柳
宗
元
、
李
翺
の
文
に
限
定
し
て
収

め
て
お
り
、
そ
の
点
で
「
古
文
辞
」
の
習
得
を
重
視
し
た
総
集
で
あ

る
。
東
涯
も
、『
作
文
真
訣
』
総
論
で
同
書
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

他
方
、
明
初
の
朱
子
学
者
、
方
孝
孺
の
文
集
を
め
ぐ
る
蘭
林
の
記

述
は
、
蘭
林
の
文
章
学
が
古
義
堂
で
は
な
く
鳩
巣
の
系
統
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
仁
斎
は
『
童
子
問
』（
宝
永
四
年

〈
一
七
〇
七
〉刊
）
巻
下
・
第
四
十
章
で
「
方
正
学
、
王
遵
巌
、
帰
震
川

等
、
皆
近
世
大
家
、
正
而
有
法
」（
方
正
学
、
王
遵
巌
、
帰
震
川
等
、
皆

近
世
の
大
家
、
正
し
く
し
て
法
有
り
）
と
方
孝
孺
に
言
及
し
て
は
い
る
が
、

文
章
を
高
く
評
価
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
蘭
林
は
『
講

習
余
筆
』
巻
三
で
「
明
ノ
方
孝
孺
ノ
遜
志
斎
文
集
ハ
其
議
論
正
実
ニ

義
理
明
白
ニ
シ
テ
、
世
務
ヲ
助
ケ
修
省
ノ
益
ア
リ
テ
文
辞
モ
亦
ヨ
シ
。

コ
レ
亦
読
ニ
ヨ
ロ
シ
」
と
、
方
孝
孺
の
「
文
辞
」
に
加
え
、「
義
理
」

や
「
修
省
」
な
ど
の
朱
子
学
の
体
得
に
関
わ
る
要
素
に
つ
い
て
も
高
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く
評
価
し
て
い
る
。
鳩
巣
も
同
じ
く
、『
後
編
鳩
巣
先
生
文
集
』（
宝

暦
十
三
年〈
一
七
六
三
〉刊
）
巻
六
所
収
「
答
堀
正
修
第
二
書
」
で
、「
若

足
下
所
称
方
孝
孺
之
文
、
在
明
尤
為
傑
然
者
。
僕
十
七
八
時
、
従
人

借
遜
思
斎
集
読
之
。
皆
韓
蘇
之
文
、
程
朱
之
学
也
」（
足
下
称
す
る
所

の
方
孝
孺
の
文
の
若
き
は
、
明
に
在
り
て
尤
も
傑
然
為
る
者
な
り
。
僕
十
七
八

の
時
、
人
に
従
ひ
て
遜
思
斎
集
を
借
り
て
之
を
読
む
。
皆
韓
蘇
の
文
、
程
朱
の

学
な
り
）
と
、
方
孝
孺
に
よ
る
唐
宋
古
文
と
朱
子
学
の
両
立
を
称
賛

し
て
お
り
、
鳩
巣
と
蘭
林
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。

　

ま
た
鳩
巣
は
同
じ
尺
牘
で
「
僕
謂
今
之
学
作
文
者
、
当
以
詩
書
六

経
為
源
、
而
観
於
秦
漢
唐
宋
以
尽
其
変
、
資
於
濂
洛
関
閩
以
正
其

趨
」（
僕
謂
へ
ら
く
今
の
文
を
作
る
を
学
ぶ
者
は
、
当
に
詩
書
六
経
を
以
て
源

と
為
し
て
、
秦
漢
唐
宋
を
観
て
以
て
其
の
変
を
尽
く
し
、
濂
洛
関
閩
に
資
し
て

以
て
其
の
趨
を
正
す
べ
し
）
と
述
べ
、
文
章
の
学
習
は
、
六
経
を
根
本

と
し
、
そ
の
上
に
秦
漢
の
古
書
と
唐
宋
古
文
を
加
え
、
終
に
は
周
敦

頤
・
程
顥
・
程
頤
・
張
載
・
朱
熹
の
学
問
、
す
な
わ
ち
朱
子
学
と
合

致
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
方
孝
孺
は
正
に

こ
の
方
法
で
文
章
を
学
び
、
唐
宋
古
文
を
介
し
た
古
文
辞
学
習
と
朱

子
学
の
体
得
を
両
立
さ
せ
た
人
物
で
あ
っ
た
。『
遜
志
斎
集
』
巻
十

一
「
答
兪
子
厳
書
」
其
二
に
は
、「
苟
能
発
明
六
経
者
、
大
之
於
天

下
国
家
、
小
之
於
善
一
己
、
直
易
易
耳
。
況
文
詞
乎
」（
苟
し
く
も
能

く
六
経
を
発
明
す
れ
ば
、
大
の
天
下
国
家
に
於
け
る
、
小
の
一
己
を
善
く
す
る

に
於
け
る
、
直
だ
易
易
た
る
の
み
。
況
ん
や
文
詞
を
や
）
と
あ
り
、
六
経
の

学
習
が
、
修
身
・
治
国
の
み
な
ら
ず
、「
文
詞
」
す
な
わ
ち
文
章
の

学
習
に
も
有
益
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
明
文

衡
』
巻
四
十
五
所
収
の
胡
翰
「
劉
養
浩
鐃
歌
鼓
吹
曲
後
跋
」
に
は
、

方
孝
孺
に
つ
い
て
「
先
生
博
学
、
能
古
文
辞
」（
先
生
博
学
、
古
文
辞

を
能
く
す
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
方
孝
孺
が
「
古
文
辞
」
の

学
習
を
重
視
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

蘭
林
は
、
仁
斎
・
徂
徠
門
の
散
文
指
導
書
と
と
も
に
、
真
徳
秀
や

方
孝
孺
と
い
っ
た
朱
学
者
の
著
作
を
も
推
薦
す
る
こ
と
で
、
近
世
中

期
に
学
統
学
派
を
超
え
て
共
有
さ
れ
て
い
た
古
文
辞
学
習
の
基
盤
の

上
に
、
朱
子
学
に
適
う
文
章
学
を
構
築
し
た
と
い
え
る
。
蘭
林
は
最

晩
年
の
和
文
随
筆
『
寓
意
録
』（
宝
暦
十
年〈
一
七
六
〇
〉序
、
写
、
中
野

三
敏
氏
御
所
蔵
）
巻
下
「
道
学
者
流
」
で
、「
我
ゾ
道
学
者
ヨ
ト
得
タ

リ
顔
ニ
自
任
シ
、
世
ノ
学
者
ノ
或
ハ
善
ナ
ル
長
ズ
ル
処
ヲ
容
ズ
、
ス

ベ
テ
他
ヲ
視
下
、
己
ニ
驕
慢
ス
ル
ヨ
リ
温
厚
仁
恵
ノ
意
ア
ラ
デ
、
ソ

ノ
人
品
、
謹
篤
ナ
ル
俗
士
ニ
反
テ
劣
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
、
他
者
の
長

所
を
認
め
な
い
独
り
よ
が
り
な
朱
子
学
者
の
こ
と
を
強
く
非
難
し
て

い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
蘭
林
は
晩
年
に
向
か
う
ほ
ど
深
く
朱
子

学
を
信
奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
は
朱
子
学
批
判
で
は
な

く
、
寧
ろ
私
意
に
満
ち
心
の
平
衡
を
失
っ
た
朱
子
学
者
ら
し
か
ら
ぬ

朱
子
学
者
に
向
け
ら
れ
た
、
い
わ
ば
身
内
批
判
で
あ
る
。
蘭
林
は
学

派
が
異
な
る
と
の
理
由
だ
け
で
、
有
益
な
作
文
指
導
書
を
排
除
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
蘭
林
は
相
対
主
義
に
陥
る
こ
と
も
せ
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135　中村蘭林の文章学

ず
、
朱
子
学
を
絶
対
的
な
価
値
基
準
と
し
、
真
徳
秀
や
方
孝
孺
の
文

集
を
勧
め
た
。
古
文
辞
に
対
す
る
関
心
は
、
朱
子
学
者
を
含
む
近
世

中
期
日
本
の
儒
者
た
ち
に
広
く
共
有
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

法
で
自
身
の
学
問
に
役
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、
文
章
学
の
応
用
─
文
献
考
証
と
仁
斎
・
徂
徠
学
批
判

　

蘭
林
は
多
く
の
作
文
を
残
し
て
い
な
い（

（1
（

。
実
際
、
漢
文
随
筆
『
間

窓
雑
録
』（
宝
暦
七
年〈
一
七
五
七
〉序
、
写
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
巻
一

「
不
漫
作
詩
文
」（
漫
り
に
詩
文
を
作
ら
ず
）
条
で
も
、「
初
学
之
士
、
好

作
詩
文
、
則
心
馳
于
浮
靡
、
与
務
実
学
玩
義
理
者
益
不
相
入
、
而

背
於
聖
賢
為
己
之
訓
矣
」（
初
学
の
士
、
好
ん
で
詩
文
を
作
れ
ば
、
則
ち
心

浮
靡
に
馳
せ
、
実
学
に
務
め
義
理
を
玩
ぶ
者
と
益
相
ひ
入
れ
ず
し
て
、
聖
賢
己

が
為
に
す
る
の
訓
に
背
く
）
と
、
初
学
者
の
詩
文
制
作
を
戒
め
て
い
る
。

勿
論
、
鳩
巣
が
盛
ん
に
詩
文
を
作
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
朱
子

学
に
お
い
て
は
詩
文
制
作
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
し
か

し
、
文
章
を
作
る
よ
り
は
読
書
に
励
み
、
道
の
体
得
に
努
め
る
方
が

よ
い
、
と
の
価
値
基
準
が
置
か
れ
て
い
た
の
も
確
か
で
あ
る
。
鳩
巣

も
『
駿
台
雑
話
』
巻
五
「
作
文
は
読
書
に
あ
り
」
条
で
、「
著
作
を

一
向
に
廃
せ
よ
と
に
も
あ
ら
ず
。
但
十
に
七
八
の
力
を
読
に
も
ち
ひ
、

二
三
の
力
を
作
る
に
も
ち
ゆ
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
鳩

巣
の
文
論
も
、
作
文
論
の
形
式
を
取
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
、
作
文
よ
り
読
書
に
主
眼
を
置
き
、
特
に

漢
代
以
前
の
古
書
の
読
書
を
奨
励
す
る
、
い
わ
ば
読
書
論
で
あ
っ
た
。

　

蘭
林
の
文
章
学
の
重
心
も
作
文
で
は
な
く
読
書
に
置
か
れ
て
お

り
、
蘭
林
は
自
ら
の
文
章
学
を
専
ら
文
献
考
証
に
応
用
し
た
。
蘭
林

の
学
問
の
特
色
は
、
字
句
・
学
説
な
ど
の
淵
源
・
来
歴
を
古
書
に
遡

っ
て
検
討
す
る
点
に
あ
る
。
蘭
林
の
考
証
癖
は
生
涯
を
通
し
て
貫
か

れ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
早
く
も
明
代
の
医
学
書
を
中
心
に
抄
録
し

様
々
な
医
学
説
を
比
較
・
考
証
し
た
『
証
治
指
南
』（
享
保
十
六
年〈
一

七
三
一
〉写
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
表
れ
て
い
る
。
言
葉
の
用
法

の
考
証
に
つ
い
て
は
、
特
に
鳩
巣
の
友
人
で
あ
っ
た
水
戸
藩
の
安
積

澹
泊
の
学
問
を
参
考
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
澹
泊
は
漢
文
随
筆

『
湖
亭
渉
筆
』（
享
保
十
二
年〈
一
七
二
七
〉刊
）
で
古
今
の
史
書
に
見
ら

れ
る
語
の
考
証
を
行
っ
て
お
り
、
鳩
巣
が
序
文
（
享
保
十
二
年
撰
）
を

寄
せ
て
、「
考
拠
的
確
、
辞
理
倶
勝
。
有
弁
物
之
可
称
。
無
虚
美
之

可
譏
。
亦
善
志
也
」（
考
拠
的
確
、
辞
理
倶
に
勝
れ
り
。
物
を
弁
ず
る
の
称

す
べ
き
有
り
。
虚
美
の
譏
る
べ
き
無
し
。
亦
た
善
き
志
な
り
）
と
、
考
証
の

精
確
さ
と
そ
の
実
用
性
を
称
賛
し
て
い
る
。
蘭
林
も
『
講
習
余
筆
』

巻
二
や
『
寓
意
録
』
で
同
書
に
言
及
し
て
お
り
、
同
書
を
よ
く
参
照

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

蘭
林
は
度
々
、
日
本
で
広
く
使
わ
れ
る
漢
語
を
対
象
と
し
て
、
漢

籍
に
お
け
る
初
出
用
例
の
考
証
を
行
っ
た
。
例
え
ば
『
講
習
余
筆
』

巻
四
で
は
「
上
戸
」「
杜
撰
」「
幽
霊
」「
無
恙
」、
ま
た
『
学
山
録
』
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巻
六
で
は
「
先
生
」「
京
都
」「
珍
重
」「
住
人
」「
道
具
」
な
ど
の
語

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
仏
書
を
含
む
様
々
な
漢
籍
が
典
拠
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
の
考
証
は
、
余
暇
の
楽
し
み
に
近
い
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
蘭
林
は
朱
子
学
の
用
語
や
学
説

の
淵
源
を
探
る
、
よ
り
本
質
的
な
考
証
も
行
っ
た
。『
先
哲
叢
談
』

の
記
述
な
ど
で
は
、
蘭
林
が
朱
子
学
に
対
し
て
疑
義
を
呈
し
た
こ

と
が
殊
に
強
調
さ
れ
る
向
き
が
あ
る
が
、『
講
習
余
筆
』
で
は
逆
に
、

仁
斎
・
徂
徠
学
側
か
ら
の
朱
子
学
批
判
に
強
く
反
論
し
、
朱
熹
の
学

説
を
擁
護
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
顕
著
な
例
が
「
理
」
字
の

考
証
で
あ
る
。

　

蘭
林
は
『
講
習
余
筆
』
巻
四
で
、「
或
人
ノ
説
ニ
、〔
中
略
〕
理
ノ

字
、
以
所
存
言
死
字
也
」（
存
す
る
所
を
以
て
死
を
言
ふ
字
な
り
）、
ま
た

「
聖
人
ハ
道
ノ
字
ヲ
以
言
テ
理
ノ
字
ニ
及
ブ
モ
ノ
マ
レ
ナ
リ
。
荘
子

屢
々
理
ノ
字
ヲ
云
リ
」
と
、「
理
」
の
字
が
活
き
た
人
倫
の
道
の
形

容
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
り
、
古
代
の
用
例
は
『
荘
子
』
に
し
か
見

え
な
い
、
と
の
説
を
引
く
。「
或
人
」
と
は
伊
藤
仁
斎
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
箇
所
は
仁
斎
の
『
語
孟
字
義
』（
元
禄
八
年〈
一
六
九
五
〉刊
）

巻
上
「
道
」「
理
」
に
あ
る
議
論
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
仁
斎
説
に

対
し
て
、
蘭
林
は
「
独
リ
荘
子
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
古
書
ニ
道
理
ト
イ

ヒ
、
天
理
ト
イ
ヒ
、
只
理
ト
云
ル
ナ
ド
多
ク
コ
レ
ア
リ
。
皆
道
ト
云

ベ
キ
処
ニ
理
ノ
字
ヲ
モ
用
ヒ
タ
リ
」
と
反
論
し
、
漢
代
以
前
の
古
書
、

す
な
わ
ち
『
易
経
』『
孟
子
』『
荀
子
』『
韓
詩
外
伝
』『
礼
記
』『
戦

国
策
』『
呂
氏
春
秋
』『
淮
南
子
』『
漢
書
』『
論
衡
』、
そ
し
て
『
文

選
』
か
ら
「
理
」
の
字
の
用
例
を
合
計
二
十
六
件
挙
げ
、
朱
熹
を
含

む
宋
代
の
儒
者
た
ち
が
「
理
」
の
字
を
使
用
し
始
め
た
の
で
は
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
。
同
時
に
蘭
林
は
「
古
ノ
希
ニ
言
コ
ト
、
後
ノ
人

屡
言
コ
ト
コ
レ
ノ
ミ
ニ
非
ズ
。
其
意
ヲ
得
レ
バ
何
ゾ
害
ア
ラ
ン
」
と

も
記
し
、
古
代
の
文
章
に
多
く
は
見
ら
れ
な
い
朱
子
学
の
用
語
・
学

説
も
、「
意
」
を
得
て
い
れ
ば
問
題
な
い
、
と
の
見
解
を
示
す
。
朱

子
学
に
お
け
る
「
理
」
と
古
書
に
見
え
る
「
理
」
字
の
連
続
性
が
強

調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
古
代
の
学
問
と
朱
子
学
と
の
断
絶
を
「
文

辞
」
の
上
で
示
そ
う
と
し
た
仁
斎
へ
の
正
面
か
ら
の
反
論
が
展
開
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
通
信
使
が
仁
斎
の
徒
と
し
て
認
識
し
た

の
と
は
異
な
る
蘭
林
の
姿
が
、
こ
こ
か
ら
は
看
取
で
き
る
。

　
「
理
」
の
他
に
も
、
蘭
林
は
、
朱
子
学
で
用
い
ら
れ
る
様
々
な
語

の
早
い
用
例
を
調
査
し
、
朱
子
学
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。『
講
習

余
筆
』
巻
四
で
は
、「
道
体
」
と
「
天
即
理
」
の
用
例
が
、
そ
れ
ぞ

れ
『
淮
南
子
』
本
文
と
漢
代
高
誘
の
『
淮
南
子
』
注
に
見
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
『
学
山
録
』
巻
六
で
も
、「
道
体
」
の

用
例
が
唐
代
の
『
周
易
正
義
』
に
も
見
え
る
こ
と
、
そ
し
て
「
乱

道
」
の
早
い
用
例
が
『
漢
書
』
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
蘭
林

は
こ
れ
ら
語
の
来
歴
を
考
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
儒
が
使
う
用

語
に
、「
意
」
と
「
文
辞
」
の
両
面
に
お
い
て
根
拠
が
存
在
す
る
こ

と
を
実
証
せ
ん
と
し
た
。
こ
れ
は
蘭
林
が
『
講
習
余
筆
』
巻
二
で
、
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137　中村蘭林の文章学

「
文
辞
上
ノ
正
面
ニ
ナ
キ
説
モ
生
ジ
、
往
往
ニ
穿
鑿
ニ
失
シ
附
会
ニ

出
ル
コ
ト
コ
レ
ナ
キ
ニ
非
ズ
」
と
記
す
よ
う
な
宋
学
な
い
し
朱
子
学

の
弱
点
を
少
し
で
も
補
正
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
考
証
抜
き
に
朱
子
学
の
用
語
・
学
説
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
理

論
上
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
蘭
林
に
と
っ
て
「
文
辞
」
を
度
外
視
し

た
朱
子
学
の
擁
護
は
説
得
力
に
欠
け
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
但
し
、

以
上
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、「
文
辞
」
重
視
の
姿
勢
は
、
仁

斎
・
徂
徠
の
古
義
学
・
古
文
辞
学
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
大

庭
卓
也
氏
は
、
鳩
巣
の
師
、
木
下
順
庵
の
門
下
で
、
詩
文
が
盛
ん
に

学
習
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
蘭
林
と
同
じ
く
鳩
巣
門
の
河
口
静
斎
の

語
録
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た（

（1
（

。
蘭
林
に
よ
る
考
証
は
、
仁
斎
・
徂
徠

門
と
は
系
統
を
異
に
す
る
、
木
門
及
び
鳩
巣
門
に
独
特
な
文
学
の
発

展
型
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

仁
斎
に
加
え
、
徂
徠
門
か
ら
発
せ
ら
れ
た
朱
子
学
批
判
に
対
し
て

も
、
蘭
林
は
古
書
の
考
証
に
基
づ
き
反
論
し
た
。『
講
習
余
筆
』
が

刊
行
さ
れ
る
前
年
、
徂
徠
門
の
太
宰
春
台
は
『
詩
伝
膏
肓
』（
延
享

三
年〈
一
七
四
六
〉刊
）
を
刊
行
し
、
朱
熹
の
『
詩
経
』
理
解
を
批
判
し

た
。
蘭
林
は
即
座
に
同
書
を
読
ん
だ
と
み
え
、
同
年
中
に
『
弁
詩
伝

膏
肓
』（
延
享
三
年
跋
、
写
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
を
著
し
、
春
台

に
反
論
し
た
。
春
台
は
、
勧
善
懲
悪
説
を
古
代
に
存
在
せ
ず
、
朱
熹

が
初
め
て
唱
え
た
学
説
と
し
、
古
代
に
お
け
る
詩
の
用
い
ら
れ
方
に

即
し
た
断
章
取
義
に
よ
っ
て
『
詩
経
』
を
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
説
い

た
。
対
し
て
蘭
林
は
、「
徳
夫
以
勧
懲
之
説
専
帰
之
朱
子
者
、
是
大

不
然
」（
徳
夫
、
勧
懲
の
説
を
以
て
専
ら
之
を
朱
子
に
帰
す
る
は
、
是
れ
大
い

に
然
ら
ず
）
と
、「
徳
夫
」
す
な
わ
ち
春
台
の
考
証
の
誤
り
を
指
摘
し
、

勧
懲
説
を
初
め
に
唱
え
た
の
は
朱
熹
で
は
な
く
、
漢
儒
の
王
式
で
あ

っ
た
と
す
る
。『
漢
書
』
儒
林
伝
に
「
臣
以
詩
三
百
五
篇
朝
夕
授
王
、

至
於
忠
臣
孝
子
之
篇
、
未
嘗
不
為
王
反
復
誦
之
也
」（
臣
、
詩
三
百
五

篇
を
以
て
朝
夕
王
に
授
け
、
忠
臣
孝
子
の
篇
に
至
り
、
未
だ
嘗
て
王
の
為
に
反

復
し
て
之
を
誦
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
）
と
、
王
式
が
皇
帝
の
昌
邑
王

（
劉
賀
）
の
教
化
の
た
め
に
『
詩
経
』
を
吟
詠
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る

箇
所
が
蘭
林
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
蘭
林
は
、『
詩

経
』
を
勧
善
懲
悪
の
枠
組
み
で
解
釈
す
る
方
法
が
早
く
も
漢
代
か
ら

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
大
抵
徳
夫
以
漢
儒
之
学
為
有
伝

授
者
而
信
之
、
則
王
式
之
言
勧
懲
、
亦
安
知
非
其
所
伝
也
」（
大
抵

徳
夫
、
漢
儒
の
学
を
以
て
伝
授
す
る
者
有
り
と
為
し
て
之
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち

王
式
の
勧
懲
を
言
ふ
も
、
亦
た
安
ん
ぞ
其
の
伝
ふ
る
所
に
非
ざ
る
を
知
ら
ん
や
）

と
、
古
代
の
遺
風
を
留
め
る
漢
代
を
尊
重
す
る
春
台
で
あ
れ
ば
、
寧

ろ
勧
善
懲
悪
説
を
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
皮
肉
を
記
す
。
ま

た
春
台
が
「
詩
無
定
義
」（
詩
に
定
義
無
し
）
と
記
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
「
不
思
徳
夫
為
学
之
弊
、
一
至
於
此
也
」（
徳
夫
学
を
為
す
の
弊
、

一
に
此
に
至
る
を
思
は
ざ
る
な
り
）
と
酷
評
し
て
い
る
。

　

な
お
『
弁
詩
伝
膏
肓
』
を
下
敷
き
と
し
、
蘭
林
が
翌
年
に
刊
行
し

た
『
読
詩
要
領
』（
延
享
四
年〈
一
七
四
七
〉刊
）
か
ら
は
、
春
台
に
対
す
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る
個
人
攻
撃
が
全
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
代
の
王
式
が

勧
善
懲
悪
を
説
い
た
早
い
事
例
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り

朱
子
学
が
漢
代
以
前
の
経
学
と
決
し
て
隔
絶
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

を
証
明
せ
ん
と
し
て
い
る
。

五
、
朱
子
学
の
体
得

　

以
上
で
検
証
し
た
通
り
、
蘭
林
は
古
書
・
古
文
辞
の
学
習
に
立
脚

し
た
文
献
考
証
を
通
し
て
、
朱
子
学
が
古
代
の
聖
人
の
道
を
正
し
く

継
承
す
る
学
問
で
あ
る
こ
と
を
証
明
せ
ん
と
し
た
。
但
し
、
蘭
林
は

学
問
の
歴
史
を
進
歩
史
観
に
よ
っ
て
把
握
し
て
お
り
、
復
古
を
目
指

し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
『
講
習
余
筆
』
巻
二
に
は
「
先
聖
ノ
発
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
後
賢
ノ
発

明
ス
ル
コ
ト
、
自
然
ノ
ア
リ
サ
マ
ナ
リ
」、
ま
た
「
其
発
明
セ
ル
コ

ト
ノ
ト
ル
ベ
キ
ト
言
フ
コ
ト
ハ
、
大
抵
天
文
暦
術
ノ
一
事
ニ
テ
モ

察
ス
ベ
シ
。〔
中
略
〕
明
清
ニ
至
テ
ハ
甚
ダ
精
緻
ヲ
極
メ
タ
リ
」
と
あ

り
、
天
文
学
を
例
に
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
学
説
の
精
度
は
向
上

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。
実
際
、
蘭
林
は
『
学
山

録
』
巻
一
で
清
代
の
遊
芸
『
天
経
或
問
』（
和
刻
本
は
享
保
十
五
年〈
一

七
三
〇
〉刊
、
西
川
正
休
点
）
な
ど
の
天
文
学
書
や
利
瑪
竇
（
マ
テ
オ
・
リ

ッ
チ
）
に
言
及
し
、
西
洋
天
文
学
が
近
年
に
も
た
ら
し
た
学
術
的
進

歩
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
幕
医
の
家
に
生
ま
れ
、
五
十
一
歳

で
奥
儒
者
に
転
ず
る
ま
で
医
者
で
あ
っ
た
蘭
林
は
、
い
わ
ば
自
然
科

学
者
で
も
あ
っ
た
。
蘭
林
が
朱
熹
を
評
価
し
た
の
は
、
朱
熹
が
正
に

「
先
聖
ノ
発
セ
ザ
ル
コ
ト
」
を
「
発
明
」
し
、
古
代
の
学
問
を
大
い

に
前
進
さ
せ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
蘭
林
が
朱
熹
の
経
書
読
解
の
不

完
全
さ
を
指
摘
し
た
の
も
、
後
世
の
者
と
し
て
、
朱
子
学
の
精
度
を

更
に
向
上
さ
せ
、
学
問
の
前
進
に
資
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

盲
目
的
な
朱
子
学
受
容
を
行
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
蘭
林
の

自
然
科
学
者
的
な
態
度
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
但
し
、
そ

も
そ
も
朱
子
学
と
は
、
安
易
に
習
得
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
は
ず
の

学
問
で
あ
っ
た
。
鳩
巣
も
『
駿
台
雑
話
』
巻
一
に
「
年
四
十
に
近
き

頃
に
も
あ
ら
ん
、
ふ
か
く
程
朱
の
学
、
終
に
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事

を
さ
と
り
て
、
そ
れ
よ
り
日
夜
程
朱
の
書
を
よ
み
て
、
心
を
潜
め
思

を
覃
う
す
る
事
今
に
三
十
年
」
と
記
す
よ
う
に
、
長
い
歳
月
を
か
け

て
読
書
を
重
ね
、
漸
く
朱
子
学
を
体
得
し
た
と
い
う
。
朱
熹
自
身
も
、

蘭
林
が
『
講
習
余
筆
』
巻
一
に
「
朱
子
一
生
ノ
精
力
ヲ
尽
セ
ル
コ
ト

知
ヌ
ベ
キ
ナ
リ
」
と
記
す
通
り
、
生
涯
を
通
し
て
自
ら
の
学
問
の
精

錬
に
取
り
組
み
続
け
た
。

　
『
寓
意
録
』
自
序
で
は
、
蘭
林
の
学
問
的
遍
歴
が
回
想
さ
れ
る
。

「
二
十
余
歳
ニ
及
デ
鳩
巣
室
先
生
ノ
門
ニ
遊
、
ソ
ノ
教
誨
ヲ
受
シ
ヨ

リ
、
心
ヲ
経
術
ニ
専
ニ
セ
シ
ナ
レ
ド
モ
、
イ
マ
ダ
深
工
夫
ヲ
用
ズ
、

猶
訓
義
ヲ
事
ト
シ
、
一
二
ノ
異
見
モ
ナ
キ
ニ
シ
モ
非
ズ
」
と
、
享
保

年
間
に
江
戸
で
鳩
巣
に
入
門
し
た
頃
に
は
「
訓
義
」
に
傾
倒
し
た
と
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あ
る
。「
訓
義
」
と
は
、
文
字
の
読
み
方
と
意
味
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
漢
代
の
訓
詁
学
で
あ
る
。
事
実
、
蘭
林
は

『
講
習
余
筆
』
巻
二
で
元
代
の
朱
子
学
者
、
劉
因
（
静
修
）
の
「
叙

学
」（『
稗
編
』
巻
七
十
七
所
収
）
か
ら
「
必
先
伝
注
而
後
疏
釈
、
而
後

議
論
勿
好
新
奇
勿
好
癖
異
」（
必
ず
伝
注
を
先
に
し
て
疏
釈
を
後
に
し
、
而

る
後
に
議
論
新
奇
を
好
む
こ
と
勿
く
癖
異
を
好
む
こ
と
勿
し
）
と
の
箇
所
を

引
用
し
、「
劉
正
（
マ
マ
）修

ハ
専
ラ
宋
儒
ヲ
学
ビ
、
朱
子
ヲ
信
ズ
ル
者
ニ
テ

其
言
如
此
ナ
レ
バ
、
其
阿
ラ
ズ
シ
テ
公
正
ナ
ル
コ
ト
観
ツ
ベ
ク
、
其

説
誠
ニ
当
レ
リ
」
と
、
固
く
朱
子
学
を
信
奉
し
て
い
た
劉
因
も
、
漢

唐
の
訓
詁
学
の
有
用
性
を
説
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
全
く
同
一
の

論
は
『
学
山
録
』
巻
四
「
伝
註
」
で
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
若
き
蘭
林
は
古
註
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
語
義
の
探

究
に
傾
倒
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
、
劉
因
と
同

じ
く
、
朱
子
学
者
に
相
応
し
い
、「
公
正
」
で
私
意
を
交
え
な
い
学

問
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
訓
義
」
の
語
は
『
朱
子
語

類
』
に
も
見
え
る
。
同
書
の
巻
百
四
・
朱
子
一
「
自
論
為
学
工
夫
」

に
、「
韓
退
之
所
謂
、
沈
潜
乎
訓
義
、
反
覆
乎
句
読
、
須
有
沈
潜
反

覆
之
功
、
方
得
所
謂
審
問
之
」（
韓
退
之
が
所
謂
「
訓
義
に
沈
潜
し
、
句
読

に
反
覆
す
」、
須
ら
く
沈
潜
反
覆
の
功
有
り
て
、
方
に
所
謂
「
審
ら
か
に
之
を
問

ふ
」
こ
と
を
得
べ
し
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
朱
熹
は
、
韓
愈
「
上
兵
部
李

侍
郎
書
」
か
ら
、
韓
愈
自
身
が
か
つ
て
古
書
の
読
書
に
励
ん
だ
こ
と

を
回
想
す
る
「
沈
潜
乎
訓
義
、
反
覆
乎
句
読
」
と
の
箇
所
を
引
用
し
、

経
書
・
史
書
を
反
覆
し
て
読
書
し
た
後
、
漸
く
道
の
理
解
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
説
き
、
学
問
の
階
梯
と
し
て
の
経
史
の
読
書
を
奨
励
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
朱
子
学
に
お
い
て
も
「
訓
義
」
の
考
究
は
要
求

さ
れ
て
お
り
、
若
き
蘭
林
も
朱
子
学
の
こ
の
側
面
に
特
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
で
「
異
見
」
が
生
じ
た
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
鳩
巣
が
自
身
の
若
き
頃
を
回
想
し
て
『
駿
台
雑
話
』
巻
一
で

「
諸
儒
紛
々
の
説
に
眩
惑
し
て
」
と
記
す
の
と
は
、
や
や
趣
を
異
に

す
る
。
現
存
す
る
蘭
林
の
記
述
を
通
覧
す
る
限
り
は
、
蘭
林
に
よ
る

朱
子
学
へ
の
疑
義
は
、
朱
子
学
を
修
め
る
過
程
に
お
い
て
自
力
で
着

想
し
た
も
の
で
あ
り
、
仁
斎
・
徂
徠
学
、
ま
た
は
陽
明
学
に
依
拠
し

な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、「
既
ニ
年
所
ヲ
歴
シ
後
、
漸
ニ
大
中
至
正
ノ
道
ハ
孔
孟

ニ
止
リ
テ
、
孔
孟
未
レ

闡
ト
コ
ロ
ノ
義
理
ヲ
発
明
シ
其
道
ヲ
推
広
ゲ

ル
ハ
程
朱
ニ
勝
ル
ナ
ク
、
其
学
術
ノ
千
古
ニ
卓
越
セ
ル
コ
ト
ヲ
知
ヌ
。

コ
レ
ヨ
リ
ゾ
専
コ
レ
ヲ
信
従
シ
、
深
ク
義
理
ヲ
研
窮
セ
ン
コ
ト
ヲ
期

シ
ケ
ル
。
但
旧
見
ノ
未
免
ニ
ヤ
、
猶
或
ハ
疑
ヲ
其
間
ニ
ナ
サ
ヾ
ル
ヲ

得
ザ
リ
」
と
、
年
月
を
経
て
漸
く
道
の
理
解
が
得
ら
れ
始
め
、
朱
子

学
の
信
奉
を
心
に
誓
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
「
旧
見
」
と
「
疑
」
が
残

っ
て
い
た
と
あ
る
。「
旧
見
」「
疑
」
の
二
語
は
『
近
思
録
』（
寛
文
八

年〈
一
六
六
八
〉刊
）
巻
三
・
致
知
に
「
義
理
有
疑
、
則
濯
去
旧
見
、
以

来
新
意
」（
義
理
疑
ひ
有
れ
ば
、
則
ち
旧
見
を
濯
ひ
去
り
て
、
以
て
新
意
を
来
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せ
）
と
あ
る
箇
所
に
見
え
る
。
朱
子
学
で
は
、「
義
理
」
す
な
わ
ち

道
の
原
理
の
把
握
に
到
達
す
る
ま
で
に
は
、
幾
度
と
な
く
自
力
で
疑

念
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
見
地
を
開
い
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
蘭
林
の
い
う
「
疑
」
と
は
、
朱
子
学
の
体
得
を
目

指
し
て
前
進
す
る
途
上
で
直
面
し
た
壁
で
あ
り
、
仁
斎
・
徂
徠
、
あ

る
い
は
貝
原
益
軒
な
ど
の
場
合
の
よ
う
に
、
一
旦
朱
子
学
を
体
得
し

た
後
に
生
じ
た
疑
義
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
蘭
林
の
文
献

考
証
は
、
大
小
の
「
疑
」
と
一
つ
ず
つ
向
き
合
っ
た
形
跡
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
し
て
遂
に
、
蘭
林
は
六
十
歳
前
後
に
な
り
、『
寓
意
録
』

自
序
に
「
近
キ
比
ニ
至
テ
ハ
、
朱
子
ノ
教
、
道
体
為
学
ノ
両
ナ
ガ
ラ

備
リ
、
其
深
切
淳
実
ナ
ル
、
亦
余
蘊
ナ
キ
ヲ
識
テ
愈
益
コ
レ
ヲ
信
ジ
、

猶
是
学
ヲ
励
サ
ン
ヲ
欲
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
朱
子
学
を
全
身
全
霊

で
信
奉
し
、
周
囲
に
も
朱
子
学
の
習
得
を
奨
励
す
る
ま
で
の
境
地
に

漸
く
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
宝
暦
年
間
の
蘭
林
は
『
白
鹿
洞
学
規
口
解
』（
宝
暦
三
年

〈
一
七
五
三
〉写
、
無
窮
会
蔵
）、『
大
学
衍
義
考
証
』（
宝
暦
六
年〈
一
七
五

六
〉写
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）
を
著
し
、『
上
蔡
先
生
語
録
』（
宝
暦
六

年
刊
）
を
校
訂
す
る
な
ど
、
朱
子
学
の
宣
揚
に
力
を
注
い
で
お
り
、

『
通
書
解
翼
義
』（
写
年
不
詳
、
無
窮
会
蔵
）
も
蘭
林
の
手
に
よ
る
。
ま

た
『
寓
意
録
』（
宝
暦
十
年
序
）
巻
下
「
今
之
儒
流
」
で
、
蘭
林
は

「
士
大
夫
ノ
選
挙
ヲ
皆
学
術
中
ノ
人
ヨ
リ
コ
レ
ヲ
ナ
シ
」
と
、
学
力

に
よ
る
人
材
登
用
を
幕
臣
た
ち
に
課
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、「
カ

ク
セ
ン
ニ
ハ
、
官
ヨ
リ
命
ヲ
下
シ
給
テ
、
士
大
夫
タ
ル
者
ニ
、
皆
ソ

ノ
子
弟
ニ
学
問
ヲ
励
サ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
」
と
、
将
軍
か
ら
命
を
下
し

て
徳
川
家
臣
の
子
弟
た
ち
に
儒
学
を
学
ば
せ
る
こ
と
提
言
し
て
い
る
。

異
学
の
排
除
は
特
に
呼
び
か
け
て
い
な
い
が
、
朱
子
学
を
修
め
さ
せ

る
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
三
十
年
後
の
寛
政
異
学

の
禁
を
先
取
り
す
る
案
と
い
え
る
。
蘭
林
は
後
藤
芝
山
と
は
友
人
同

士
で
あ
り
、
芝
山
門
人
の
柴
野
栗
山
も
江
戸
遊
学
中
に
蘭
林
の
教
え

を
受
け
た（

（2
（

。
朱
子
学
を
基
盤
と
し
た
文
教
政
策
が
広
が
り
を
見
せ
始

め
る
直
前
の
享
保
〜
宝
暦
期
に
お
い
て
、
蘭
林
の
よ
う
に
、
朱
子
学

者
の
立
場
か
ら
、
古
書
・
古
文
辞
の
学
習
を
基
盤
と
し
た
綿
密
な
読

書
と
考
証
を
通
し
て
、
朱
子
学
の
妥
当
性
を
真
摯
に
検
証
し
た
人
物

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
近
世
後
期
以
降
の
日
本
に
お
け
る
朱
子

学
の
拡
大
の
要
因
を
考
慮
す
る
上
で
も
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。

お
わ
り
に

　

中
村
蘭
林
が
朱
熹
の
経
書
理
解
に
疑
義
を
呈
し
た
の
は
、
第
一
に

は
朱
熹
自
身
が
提
唱
し
た
「
虚
心
平
気
」
の
読
書
法
を
遵
守
し
た

結
果
で
あ
り
、
第
二
に
は
蘭
林
が
「
古
書
」（
漢
代
以
前
に
著
さ
れ
た
漢

籍
）
と
「
古
文
辞
」（「
古
書
」
に
見
え
る
文
章
表
現
）
に
よ
く
親
し
ん
だ

こ
と
に
よ
る
。
蘭
林
が
生
き
た
近
世
中
期
に
お
い
て
、
古
書
・
古
文

辞
の
学
習
は
必
ず
し
も
仁
斎
・
徂
徠
門
の
み
の
占
有
物
で
は
な
く
、
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蘭
林
が
二
十
代
で
儒
学
を
学
び
始
め
た
当
初
か
ら
師
事
し
た
朱
子
学

者
の
室
鳩
巣
も
、
朱
熹
が
唐
宋
古
文
作
者
た
ち
の
古
書
学
習
を
模
範

と
見
做
し
た
こ
と
を
根
拠
に
、
古
書
の
熟
読
と
古
文
辞
の
習
得
を
基

盤
と
し
た
文
章
学
を
提
唱
し
た
。
蘭
林
が
鳩
巣
を
欽
慕
し
、
仁
斎
・

徂
徠
の
学
説
、
並
び
に
明
代
擬
古
文
を
正
面
か
ら
批
判
し
て
い
る
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
、
蘭
林
に
見
ら
れ
る
古
学
的
傾
向
は
、
鳩
巣
の
文
章

学
の
継
承
と
応
用
に
よ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
蘭
林
は
古

書
・
古
文
辞
の
知
識
を
活
用
し
て
朱
子
学
の
用
語
・
学
説
を
考
証
し
、

「
理
」
や
勧
善
懲
悪
説
な
ど
の
重
要
な
項
目
に
つ
い
て
仁
斎
・
徂
徠

説
を
反
駁
す
る
こ
と
で
、
朱
子
学
の
正
当
性
を
確
証
せ
ん
と
し
た
。

　

少
な
く
と
も
近
世
中
期
の
半
ば
（
十
八
世
紀
前
半
）
ま
で
は
、
古

書
・
古
文
辞
の
学
習
が
儒
学
・
漢
学
の
基
盤
と
し
て
学
統
・
学
派
を

越
え
た
汎
用
性
を
保
持
し
て
お
り
、
復
古
の
学
に
立
脚
し
た
朱
子
学

批
判
だ
け
で
は
な
く
、
朱
子
学
者
側
か
ら
発
せ
ら
れ
た
明
代
擬
古
文

批
判
や
仁
斎
・
徂
徠
学
批
判
に
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
近

世
文
学
・
思
想
史
に
お
い
て
、
従
来
よ
り
も
注
目
さ
れ
て
然
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
鳩
巣
と
蘭
林
に
お
い
て
は
、
古
文
辞
の
学

習
と
朱
子
学
は
、
必
ず
し
も
相
反
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

が
木
下
順
庵
門
下
全
般
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。

　

な
お
古
書
・
古
文
辞
の
考
証
に
基
づ
く
蘭
林
の
学
問
は
、
清
朝
考

証
学
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
あ
る
い
は
や
や
先
行
し
て
展
開
さ
れ
た
。
直

接
の
影
響
関
係
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
安
積
澹
泊
や
伊
藤
東
涯
ら

が
取
り
組
ん
だ
考
証
の
検
討
と
も
あ
わ
せ
て
、
今
後
、
清
代
の
学
問

と
の
比
較
が
俟
た
れ
る（

（2
（

。

注
（
1
）　

原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』（
文
化
十
三
年〈
一
八
一
六
〉刊
）
巻
七

に
「
蘭
林
雖
奉
宋
学
者
、
非
如
鳩
巣
之
於
宋
説
毫
不
容
疑
」（
蘭
林

宋
学
を
奉
ず
る
者
と
雖
も
、
鳩
巣
の
宋
説
に
於
い
て
毫
も
疑
ひ
を
容

れ
ざ
る
が
如
き
に
非
ず
）
と
あ
る
。

（
2
）　

徳
盛
誠
「
筆
談
と
し
て
の
学
問
論
、
詩
論
─
一
七
四
八
年
の
朝

鮮
通
信
使
来
訪
─
」（『
前
近
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
三
国
の
文
化
交

流
と
表
象
─
朝
鮮
通
信
使
と
燕
行
使
を
中
心
に
─
』
国
際
研
究
集
会

報
告
書
第
二
十
九
集
、
二
〇
一
一
年
）、
二
二
八
頁
。

（
3
）　

井
上
哲
次
郎
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』（
富
山
房
、
一
九
〇

五
年
）、
二
二
九
頁
。

（
4
）　

安
西
安
周
『
日
本
儒
医
研
究
』（
龍
吟
社
、
一
九
四
三
年
）、
二

四
一
頁
。

（
5
）　

徳
盛
誠
、
同
上
、
同
頁
。

（
6
）　

曹
命
采
『
奉
使
日
本
時
聞
見
録
』
乾
巻
（
写
、
ソ
ウ
ル
大
学
校

蔵
）。
辛
基
秀
編
『
大
系
朝
鮮
通
信
使
』
第
六
巻
（
明
石
書
店
、
一

九
九
四
年
）
所
収
影
印
を
参
照
。
延
享
五
年
五
月
二
十
九
日
条
に
は
、

蘭
林
を
仁
斎
の
徒
と
見
做
す
根
拠
と
し
て
、
蘭
林
が
『
中
庸
』
の
作

者
は
子
思
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
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現
存
す
る
蘭
林
の
著
述
に
同
様
の
論
は
見
え
な
い
。

（
7
）　

洪
景
海
『
随
槎
日
録
』（
写
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
蔵
）。
前
掲
『
大

系
朝
鮮
通
信
使
』
同
巻
所
収
影
印
を
参
照
。

（
8
）　

岩
橋
遵
成
『
大
日
本
倫
理
思
想
発
達
史
』
上
巻
（
目
黒
書
店
、

一
九
一
五
年
）、
一
八
二
頁
。

（
9
）　

岩
橋
遵
成
『
近
世
日
本
儒
学
史
』
第
一
巻
（
東
京
宝
文
館
、
一

九
二
七
年
）、
五
二
頁
。

（
10
）　

日
野
龍
夫
「
考
証
癖
と
文
房
趣
味
─
文
人
的
遊
蕩
─
」（『
江
戸

の
儒
学
』
日
野
龍
夫
著
作
集
第
一
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五

年
）、
二
九
九
頁
。
初
出
『
国
語
国
文
』
第
四
十
二
巻
六
号
（
一
九

七
三
年
六
月
）。

（
11
）　

江
口
尚
純
「
中
村
蘭
林
『
読
詩
要
領
』
考
略
」（『
中
国
古
典
研

究
』
第
五
十
四
号
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）、
一
三
頁
。

（
12
）　

黒
沢
恒
直
「
柳
河
侍
読
安
東
間
菴
先
生
墓
銘
」。
柳
川
市
史
編

集
委
員
会
編
『
柳
川
の
漢
詩
文
集
』
柳
川
文
化
資
料
集
成
第
五
集

（
二
〇
〇
九
年
）
所
収
翻
刻
を
参
照
。

（
13
）　

安
東
間
菴
『
間
菴
遺
稿
』（
写
年
不
詳
、
柳
川
古
文
書
館
蔵
）。

原
書
、
及
び
前
掲
『
柳
川
の
漢
詩
文
集
』
所
収
翻
刻
を
参
照
。

（
14
）　

前
掲
の
曹
命
采
と
洪
景
海
の
記
録
に
は
同
様
の
論
は
見
え
な
い
。

蘭
林
自
身
に
よ
る
筆
談
録
『
韓
客
筆
語
』（
写
）
は
未
見
。

（
15
）　

蘭
林
は
『
講
習
余
筆
』
巻
二
で
、
藤
原
惺
窩
が
『
文
選
』
を
熟

読
し
て
い
た
こ
と
を
肯
定
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
蘭
林
の

『
群
籍
綜
言
』（
宝
暦
九
年〈
一
七
五
九
〉写
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

巻
五
で
も
、
唐
代
以
降
は
『
文
選
』
が
広
く
学
ば
れ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。

（
16
）　

伊
藤
東
涯
「
文
章
欧
冶
後
序
」（
元
禄
元
年〈
一
六
八
八
〉撰
、

『
文
章
欧
冶
』
所
収
）
に
「
予
嘗
獲
朝
鮮
写
本
」（
予
嘗
て
朝
鮮
の
写

本
を
獲
た
り
）
と
あ
る
。

（
17
）　
『
国
書
総
目
録
』
は
徂
徠
著
『
徂
徠
先
生
医
言
』（
明
和
四
年

〈
一
七
六
七
〉刊
）
の
校
閲
者
を
蘭
林
と
し
て
お
り
、
一
見
、
蘭
林
が

徂
徠
に
私
淑
し
て
い
た
か
の
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
誤
記
で
あ
り
、
正

し
く
は
蘭
林
と
は
無
関
係
の
萩
藩
医
中
村
玄
春
で
あ
る
。
浅
井
允
晶

「
荻
生
徂
徠
と
萩
藩
医
中
村
家
に
つ
い
て
─
『
徂
徠
先
生
医
言
』
を

め
ぐ
っ
て
─
」（『
史
泉
』
五
十
号
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。

（
18
）　

蘭
林
の
詩
文
別
集
は
未
見
。
現
存
す
る
著
作
の
多
く
は
随
筆
ま

た
は
経
書
解
説
書
で
あ
り
、
文
章
と
し
て
独
立
し
た
漢
文
作
品
と
し

て
は
、
管
見
の
限
り
、
自
著
所
収
の
自
序
の
他
、
室
鳩
巣
『
駿
台
雑

話
』
に
寄
せ
た
序
文
（
寛
延
三
年〈
一
七
五
〇
〉撰
）、
同
年
に
幕
府

奥
儒
者
の
徳
力
竜
澗
と
共
に
撰
し
た
「
南
泉
禅
寺
徳
力
有
隣
碑
銘
」

（『
日
本
教
育
史
資
料
』
七
、
巻
十
九
「
儒
員
小
伝
」、
五
八
〇
頁
に

翻
刻
所
収
）、
友
人
の
後
藤
芝
山
『
元
明
史
略
』（
宝
暦
元
年〈
一
七

五
一
〉刊
）
に
寄
せ
た
跋
文
（
宝
暦
元
年
撰
）、「
学
説
」（
宝
暦
二
年

〈
一
七
五
二
〉写
、
柳
川
古
文
書
館
蔵
）
が
伝
わ
る
。
ま
た
『
徳
川
実

紀
』
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
九
月
七
日
、
及
び
延
享
二
年
（
一
七

四
五
）
十
一
月
二
十
七
日
の
条
に
、
ま
だ
医
者
の
身
分
で
あ
っ
た
蘭

林
が
儒
臣
に
交
じ
っ
て
詩
文
を
献
じ
た
と
あ
り
、
寛
保
元
年
に
蘭
林
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143　中村蘭林の文章学

が
撰
し
た
賀
文
三
篇
が
『
三
殿
慶
会
集
』（
写
年
不
詳
、
国
立
公
文

書
館
蔵
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）　

大
庭
卓
也
「
江
戸
時
代
漢
学
者
の
「
語
録
」
と
そ
の
周
辺
─
河

口
静
斎
『
秉
筆
録
』
─
」（『
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要 

国
際
文
化

学
科
編
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
20
）　

前
掲
『
元
明
史
略
』
所
収
の
蘭
林
跋
文
、
及
び
柴
野
栗
山
「
錦

里
文
集
序
」（
天
明
七
年〈
一
七
八
七
〉撰
、
木
下
順
庵
『
錦
里
文
集
』

寛
政
元
年〈
一
七
八
九
〉刊
、
巻
一
、
柴
野
栗
山
『
栗
山
文
集
』
天
保

十
三
年〈
一
八
四
二
〉刊
、
巻
二
所
収
）。

（
21
）　

蘭
林
は
『
講
習
余
筆
』
と
『
孟
子
考
証
』（
延
享
五
年〈
一
七
四

八
〉刊
）
で
、
伊
藤
東
涯
の
漢
文
随
筆
『
弁
疑
録
』（
享
保
十
九
年

〈
一
七
三
四
〉刊
）
を
引
用
し
て
お
り
、
東
涯
の
考
証
能
力
に
つ
い
て

は
高
く
評
価
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
清
代
考
証
学
を
受
容
し
た
大

田
錦
城
も
、『
九
経
談
』（
文
化
元
年〈
一
八
〇
四
〉刊
）
巻
一
で
東
涯

に
よ
る
考
証
の
精
密
さ
を
称
揚
し
て
い
る
。
東
涯
は
仁
斎
の
学
問
と

も
異
な
る
、
一
種
の
考
証
学
を
打
ち
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

東
涯
と
蘭
林
の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
、
別
稿
に
譲
る
。

付
記　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
幕
末
明
治
研
究
会
の
諸
先

生
方
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

�

（
東
京
大
学
大
学
院
）
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